
レビューシート（令和４年度レビュー対象事業：フォローアップ型）

実 施 方 法 直執行 委　託 補　助 その他(　　　　　) 実施主体等

１日当たりの平均乗降客数が３千人以上の駅舎や一定の要件を満たす３千人未満の駅舎を対象に、補助対
象事業者がエレベーターの設置などバリアフリー化に必要な経費の一部を補助する。
【補助対象駅】
・乗降客数３千人／日以上駅で、ﾎｰﾑごとに１以上のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾙｰﾄが設けられていない駅
・ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化済の３千人／日以上駅で、高齢者等が著しく長い迂回を余儀なくされ最短化が必要な駅
・３千人／日未満駅で、３千人／日以上駅と同程度の高齢者等の利用が見込まれる駅
【負担割合】国1/3、県1/6、市町1/6、鉄道事業者1/3

予算額②
※精算補正前の予算を記載

223,561 千円 84,057 千円 164,149 千円

R4レビュー時の
外部委員会意見

①鉄道駅バリアフリー料金制度を活用する事業者に対しても、駅のバリアフリー化に対する補助を検討し
てはどうか。
②補助金を導入する場合の補助要件や補助対象の優先順位（地域の高齢化率、交通の結節点か　等）は明
確にすべきである。
③鉄道駅バリアフリー料金制度を活用しない事業者への補助は引き続きしっかりと実施すべきである。

4,468 千円 164,149 千円

0 千円 0 千円

補助金・交付金 219,082 千円

ﾚﾋﾞｭｰ項目
(事業名)

地域の実情を踏まえた県独自の駅舎バリアフリー化
の推進（公共交通バリアフリー化促進事業[鉄道駅舎
エレベーター等設置補助]）

部（局）

事業概要

民間鉄道事業者等

７年度当初予算額

事業費① 219,082 千円

まちづくり部

所管課 都市政策課

担当班 都市政策班

連絡先

事 業 区 分 国補助事業 県単独事業

078-362-4298

開 始 年 度 平成11年度 終 了 年 度 － 関連計画等 福祉のまちづくり基本方針

事業目的
公共交通機関の利便性・安全性の向上を図るため、高齢者、障害者を含め、全ての人々がいつでもいきい
きと生活し、能力を発揮して活動できる安全・安心で快適なまちづくりを理念とする「福祉のまちづくり
基本方針」に基づき、鉄道駅舎のバリアフリー化を促進する。

事
業
に
要
す
る
コ
ス
ト

区　　　　分 ４年度決算額 ５年度決算額 ６年度当初予算額

0 千円 0 千円

(0千円) (0千円) (0千円)

1.0人

職員給与費　　　　   a 10,704 千円 7,156 千円 7,599 千円

その他 0 千円 0 千円 0 千円

4,468 千円 164,149 千円 253,269 千円

253,269 千円

経

費

内

訳

報酬・賃金 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円

委託料 0 千円 0 千円

貸付金 0 千円 0 千円

0 千円

（

財
源
内
訳
）

(国庫) (0千円) (0千円) (0千円)

(起債) (0千円) (0千円) (0千円) (0千円)

(一般財源) (219,082千円) (4,468千円) (164,149千円) (253,269千円)

(0千円)

(特定) (0千円)

253,269 千円

執行率（（①/②）×100） 98.0% 5.3% 100.0% 100.0%

従事人員 1.0人

12,386 千円 8,250 千円 8,720 千円 8,997 千円
人件費③（a＋b＋c）

従事人員 1.5人 従事人員 1.0人 従事人員

7,903 千円

賞与引当金繰入額     b 875 千円 594 千円 583 千円 594 千円

231,468 千円 12,718 千円 172,869 千円 262,266 千円

退職手当引当金繰入額 c 807 千円 500 千円 538 千円 500 千円

総コスト（①＋③）

業務フロー 申請（事業者）→受付・審査（県）→交付決定（県）→事業実施（事業者）→検査・交付（県）

①鉄道駅バリアフリー料金制度を補助事業の対象となるバリアフリー施設の整備費に充てない場合、従来
どおり県の補助対象となるよう見直した。
②３千人未満駅のうち、バリアフリー化の優先順位が高い駅（３千人／日以上駅と同程度の高齢者等の利
用が見込まれる駅）として、「複数の路線が乗入れ、異なる３方面以上へ接続する駅」、「周辺（概ね半
径1.5km以内）に病院、社会福祉施設等がある駅」を追加した。
③料金制度を活用しない事業者への補助は、これまでどおり継続する。

改善結果

改善状況
取組過程

様式３



レビューシート（令和４年度レビュー対象事業：フォローアップ型） 様式３

(兵庫のゆたかさ指標)
住んでいる地域は、高齢者にも障害のあ
る人にも暮らしやすいと思う人の割合

バリアフリー化済みの駅 鉄道利用者
の割合（３千人／日未満駅）

(福祉のまちづくり基本方針)
３千人／日以上駅の２経路目のバリア
フリー整備数

(福祉のまちづくり基本方針)
３千人／日未満駅のバリアフリー整備
数

評

価

指

標

指標名 区　　分
４年度
実績

５年度
実績

６年度
見込

７年度
目標

最終目標

【年度】

成果指標（アウトカム指標①） 目 標 43.1% 42.5% 40.0% 40.6% 前年度を上回る

実 績 ( 見 込 ) 42.5% 40.0% 40.6% 40.6% 【－】

(単位当たりコスト) (544,610 千円) (31,769 千円) (426,246 千円) (646,674 千円)

達 成 率 ( 見 込 ) 99% 94% 101% 100%

(単位当たりコスト) (460,174 千円) (23,336 千円) (313,737 千円) (475,982 千円)

達 成 率 ( 見 込 ) 104.4% 108.3% (105.2%) (101.1%)

目 標 48.2% 50.3% 52.4% 54.5% 65.0%

実 績 ( 見 込 ) 50.3% 54.5% 55.1% 55.1%【令和12年度】

目 標

実 績 ( 見 込 )

(単位当たりコスト) ― ― ― ―

達 成 率 ( 見 込 ) ― ― ― ―

(単位当たりコスト) (231,468 千円) (12,718 千円) (172,869 千円) (262,266 千円)

達 成 率 ( 見 込 ) 100.0% 100.0% (100.0%) (50.0%)

目 標 1 1 1 2 2

実 績 ( 見 込 ) 1 1 (1) (1)【令和７年度】

目 標 4 6 8 10 10

実 績 ( 見 込 ) 2 3 (4) (6)【令和７年度】

○有効性（評価指標に対する実績）
　　・県民ニーズを的確に踏まえた事業か
　　・民間での事業実施は見込めない事業か
　　・指標・目標設定は適切か
　　・活動実績は十分か
　　・想定された成果を達成しているか　など

50.0% 50.0% (50.0%) (60.0%)

(43,711 千円)(115,734 千円) (4,239 千円) (43,217 千円)

―達 成 率 ( 見 込 )

目 標

― ― ―

実 績 ( 見 込 )

(単位当たりコスト) ―

説明
R5年度に行った補助要件見直しによる効果を踏まえつつ、必要に応じて補助要件のさらなる見直しの要否等を検
討する。

事業者の負担を求めるとともに、国、県、
市町が一定の負担を行っており、負担の
適正化を図っている。

課題・今後の方向性

その他

○効率性（最小のコストで最大の効果）
    ・業務改革に取り組んでいるか
　　・コスト削減の工夫を行っているか
　　・ICTや民間活力は活用しているか
　　・受益者負担は適正か
　　・財源確保の工夫は行っているか　　など

外
部
委
員
会
意

見

〇委員会の意見を踏まえ、補助対象駅の要件見直しや、補助対象の優先順位の明確化を行った点は評価できる。特に、交通結節点や
医療・福祉施設が周辺にある駅を補助対象に追加したことは、地域ニーズに即した柔軟な対応である。
○また、鉄道駅バリアフリー料金制度を活用する事業者に対しても、整備費に充当しない場合に限り補助を継続するなど、制度の整合
性を保ちつつ公平性にも配慮した運用がなされている。
○今後は、３千人／日未満駅の補助要件見直しに伴う実績確認を通じて、地域格差の是正と利便性向上を図ることが期待される。

― ― ―

終期設定 有（ 福祉のまちづくり基本方針の終期 ）　・ 無

改善基準

自

己

評

価

評価の視点 評価 目標に対する達成状況（総合的評価）

改善 他事業と統合

これまで効果的かつ効率的にバリアフ
リー化を進めるため、乗降客数が多い駅
を優先的に補助事業を行ってきた。
また、R5年度に３千人/日未満駅の補助
要件を見直したところであり、その効果
については、今後の実績を踏まえて検証
する。

Ｂ
：
ほ
ぼ
満
足
の
い
く
実
施
状
況

活動指標（アウトプット指標③）

活動指標（アウトプット指標①）

成果指標（アウトカム指標②）

活動指標（アウトプット指標②）

成果指標（アウトカム指標③）

(単位当たりコスト)

県民ニーズが高い駅（乗降客数が多い駅
と同等に高齢者等が利用する駅、交通結
節点の駅、周辺に医療・福祉施設などが
立地する駅）を優先的に補助対象となるよ
う要件を見直し、適正に執行している。

達 成 率 ( 見 込 )


